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　る 。 こ れ は理 論式 に よ る非変形氷の 最 大厚 さ の 推定結

　果 と良 く
一

致する。

3）　一
方、当該海域 を航行す る船舶 の 障害に よ る厚さ

　0．5m 以 k の 氷盤 の ほ とん ど は変形氷で あり、そ の 性

　質を明 らか に す る こ とが航行安全 を確 保す る上で 必 要

　不可欠で あ る と考 え られ る。

4） 変形氷の 割合 は ビ デ オ観測に よ る氷厚分布 の ヒ ス ト

　グ ラ ム を片対数表示した Fig．　8 の 傾 きに よ っ て 表現

　 さ れ る。変形氷の 割合 は 年 に よ っ て 変化 が激 しい こ と

　 が わか っ た 。

5）　 ビ デ オ に よ る氷厚観測結果 は、南部 オ ホ
ー

ッ ク海 の

　平均氷厚 とオ ホ
ー

ッ ク海全体の 海氷面積の 総和 に 正 の

　相関が あ る こ とを示唆 して い る 。

6）　 レ
ーザ高度計を用 い た表面高度計測結果を用い て 氷

　厚を推定 し、氷盤掘削結果 と比較 したが 満足す る結果

　は得 られ なか っ た 。 本推定 は積雪 の 深 さ及び密度 の 影

　響を強 く受ける の で 、本手法 に よ る氷厚推定 の 精度 を

　高 め る た め に は積雪観測 データの 充実 を図 る必要 が あ

　 る 。

砕氷 巡視船 に 関す る調 査 研 究 （そ の 2）　第10報 （速報）

　 宇都正 太郎、 金 田成雄、下 田春人、瀧本忠教 、

　　岡　修二 、山田 安平 、 野 口 雅史、東　繁樹、
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　　　　　 海上保安 庁装備技術部船舶課

　　　　　　　 船舶開発技報　第25号

　サ ハ リ ン 沖 原 油 ・ガ ス 開発 プ ロ ジ ェ ク トは 平成 11年 7

月か ら無氷期 の み の 原油生 産 に 着手し、21世紀初頭に は

本格生産 を 開始 す る と い わ れ て い る。こ れ に 伴 い、オ

ホー
ッ ク海海上交易 の 飛躍的増加 が 予想 さ れ る と と も

に、油流出等 に よ る海洋環境汚染 に 対す る対応を さ らに

強化す る こ とが求 め られ る で あ ろ う。 今後、同 海域 にお

け る海上 保安業務 は 拡大 し、 砕氷巡 視船 に 期待 され る役

割 は ま す ま す大 き くな る と思 わ れ る。

　同海域を流氷季 に 航行吋能 な巡視船 は 、
ヘ リ コ プ ター

1 機搭載型砕氷巡視船 「そ うや 」（PLH −01）及び中型砕

氷巡視船 「て しお 」（PM
−15） の 二 隻 で あ る 。 特 に 「そ

うや 」 は厚さ 1m の 氷盤 を 連続砕氷航行で き る ほ ど の

高 い 氷海航行能力を 有す る が、船齢が 21年に 達 し、代船

建造 の 基本計画 に 着手す る 時期が 近づ きっ つ あ る。

　 こ の 様 な認識 に 鑑 み、海上保安庁装備技術部船舶課 と

当所氷海技術部との 間 で、「そ うや」代船 の 設計建造を

想定 した基礎資料収集を目的 と した共同研究 「砕氷巡視

船 の 設計手法 の 高 度 化 に 関 す る研 究」 を 平成 8 年度 よ り

開始 した。

　オ ホ
ー

ッ ク海流氷域 で の 運 用 に最適 な巡視船を設計す

るた め に は、 既存巡視船 に よ る実船計測を行 い 氷海航行

性能及び海氷状況 に 関す るデ
ー

タを取得 し、 解析す る こ

とが 必要不可欠で あ る 。 例年 、 流 氷 が北 海道 沿岸 に接岸

す る 2 月 上 旬 に 巡 視船 「そ うや 」 に よ る ア イ ス パ ト ロ
ー

ル が 行わ れ て い るが、この 時期の 海氷 の 状況 は概 ね穏 や

か で あ る 。 そ こ で 流氷の 勢力が 強い 2 月下旬の 約
一

週間

を選 び、巡視船 「そ うや 」（平成 8 年度）及 び巡 視船

「て しお 」 （平 成 9年 度 ） を 用 い て 、航行限界に 近 い 厳 し

い 氷況 の 下で 本格的 な 氷海試験を 企 画
・
実施 した。平 成

10年度 は 3年計画 の 最終年度で あ り、昨年度 に 引き続い

て巡視船 「て しお」氷海試験 を実施す る と と もに 、 過去

3 年間の 研究成果 の と りま と thを 行 っ た
。

　 平 成 10年 度氷海試験 は平成11年 2 月21日〜27 日 の 7 日

間行 わ れ、巡視船 「て し お 」 の ラ ミ ン グ性能試験及 び平

坦 氷中で の 直進航行試験 を実施した 。 こ れ らの 試験で 構

造応答 、 軸出力、 氷況 データ等を取得し、 航行性能の 評

価及 び運航 ・
操船上 の諸問題 の 抽出を試 み た 。 特に今年

度 は本船の 航行限界 を超 え る よ うな 厳 しい 氷況下 で 各種

計測を成功 さ せ る こ と が で き た。

　 本報告 で は、は じめ に 過 去 3年間 の 研究成果 の 概要を

2節 で 述 べ た。続 い て 本年度 の 氷海試験結果 の 概要 を 3

節及び 4 節 で 記述 した 。 氷海 は極 め て 特殊 な環境で あ

り、 そ こ で の 試験 を感 覚的 に 理解す る の は必ず し も容易

で は な い。そ こ で 末尾 に 本試験 に 従事 し た 二 名 の手記 を

掲載 し た。
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